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報告事項２　第51期事業計画及び収支予算の報告の件

（自 2023年９月１日　至 2024年８月31日）

Ⅰ　第51期事業計画
第１　基本方針
　　当協会の設立50周年を迎えるにあたり、「進化するコーポレート・ガバナンスの担い

手として」をタグライン（メッセージ）として掲げ、改めて「監査役の理念」及び「日
本監査役協会の理念」に立ち戻り、監査役等が役割を十分に発揮できるよう支援する。

　　監査役等に対する役割期待が増加していることを踏まえ、コロナ禍を経た変化を踏
まえつつ、監査役等として必要な知識の習得やコーポレート・ガバナンスに関わる広
範な知見の獲得を支援し、監査役等の監査の実効性の向上を図る。

　　50周年記念事業の展開を通じ、特に、社会における監査役等に対する認知向上や理
解の浸透を図り、監査役等を取り巻く環境の向上に努める。

第２　重点施策
１　第50期に公表した監査役監査実施要領や新任ガイドの浸透を図るとともに、各種

制度改正への対応やサステナビリティに関する課題に対する監査役等の関与の在り
方について引き続き検討を行う。（公１事業）

２　監査役等の基礎力向上及び監査の実効性向上のため、新たな研修体系において一
層充実した研修等を提供し、受講率の向上を図る。（公２事業、公３事業、その他事
業）

３　日本監査役協会50周年記念事業を通じて発信を強化し、監査役等のアクセシビリ
ティの向上を図りつつ、監査役等の使命に対する認知の向上や理解促進を促す。（公
２事業、公３事業）

第３　事業活動
１　監査制度に関する政府及び関係機関等への提言、執務指針・報告書等の編纂事業
 （公益目的事業／公１事業）

該当事業 委員会・研究会

活動計画 ⑴ 各種委員会を通じた研究及び取組課題の達成
⑵ 近時の企業統治改革を踏まえた監査役等の実務の在り方の研究
⑶ 会計及び監査をめぐる国内外の最新動向の把握



― 52 ―

２　監査制度に関する調査・情報収集・分析、情報提供事業
 （公益目的事業／公２事業）

該当事業 調査研究、広報活動、監査関連情報誌刊行

活動計画 ⑴  監査役等の職務に資する情報、監査実務、企業不祥事例の収集及び調
査研究

⑵  関係団体等との連携を通じた企業の経営執行部への監査役等に対する
理解促進の広報活動及びマスコミ関係者や投資家等との交流を通じた
監査役等の使命の周知と普及活動

⑶ 「月刊監査役」を通じた監査役等に資する幅広い情報提供
⑷  ホームページ、メルマガ、ダイレクトメール等を通じた発信、新聞・

雑誌への広告掲載等を通じた協会活動の広報の拡充
⑸ 協会設立50周年記念事業（広報関連）の着実な実施

３　監査役等に求められる機能と権限が発揮されるよう専門知識の習得を図る機会等
の提供事業

 （公益目的事業／公３事業）
該当事業 講演会、研修会、解説会、監査役全国会議、監査役スタッフ全国会議

活動計画 ⑴  監査役等及び監査役等スタッフの知識や実務の進め方の習得と職務遂
行に役立つ研修会・講演会・解説会の体系的な提供

⑵  監査役全国会議及び監査役スタッフ全国会議における、監査役等を取
り巻く環境変化を捉えた最新情報の提供と相互交流を促す企画の実現

⑶  会計監査人非設置会社、IPO準備会社などターゲットを明確にした中
小規模会社監査役等に対するセミナーの提供

⑷ 協会設立50周年記念事業（記念式典・研修関連）の着実な実施

４　監査制度・実務等に関する各種の相談・質問事項に対する助言・回答事業
 （公益目的事業／公４事業）

該当事業 電話・HP問い合わせフォームからの相談回答（会員・非会員）

活動計画 監査制度・実務等に関する電話、電子メール及び事務所訪問等による各種
問合せに対する助言・回答等
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５　監査実務部会等の監査役等相互の情報交換会の開催、会員対象の相談等事業
 （その他事業（会員限定）／他１事業）

該当事業 監査実務部会、スタッフ実務部会、情報交換会、相談室、人材バンク

活動計画 ⑴  監査実務部会、スタッフ実務部会及び各種情報交換会のテーマ設定や
開催方法等の改善による会員の参加しやすさ向上と相互交流の活性化

⑵  会員からの相談対応（法律相談室、法的サポート相談室、Net相談室）
の充実と利用促進

⑶ 役員人材バンクの効率的な運営

６　法人管理
該当事業 役員会、その他管理業務

活動計画 ⑴ 会員総会、理事会、監事会、支部幹事会の円滑な運営
⑵ 公益法人として適切な事業運営
⑶ システム等の活用による効率的かつ適切な事務局運営
⑷ 事務局職員の人材育成に資する研修の充実及び新たな人材の確保

 以上


